


図―２  
＜斜面の区分と現況＞ 

＜滑落崖上部＞ 

多量の転石があり、落石発生源となる 

ロープ伏工・覆式落石防護網工 
＜Ａブロック滑落崖＞ 

滑落崖面が崩落する恐れがある 

法枠工・鉄筋挿入工 
＜Ａブロック＞ 

約 8 万立方の地すべり土塊が残存

し、滑動している 

地内は著しく乱されている 

集水井・ボーリング暗渠工 
・アンカー工等 

＜崩壊 2＞ 

崩壊地形、崩土がやや残存する 

土留工・水路工 

＜崩壊 1＞ 

崩土は概ね流出し､風化岩が露出。 

法枠工・枠内吹付工 

＜Ｂブロック＞ 

地すべり崩土の約半分が

残存する 

法枠工・鉄筋挿入工 

崩土1

崩土2
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崩壊1



図－３

崩壊斜面の変化（イメージ）


